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人口と 面 積( 63. 10. 1)
世 帯236, 581
人 口640, 910 人
男325, 371 人
女315, 539 人

面 積53. 25km2
人口 密度12, 036 人/ ㎞2
〈月2 回( 5 日 、20日) 発行〉

あなたの

居住満足度は?

区
民
の
皆
さ
ん
の
く
ら
し
に
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
区
政
。
こ
の
区
政
を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た

め
、
区
で
は
毎
年
世
論
調
査
を
行
。
て
い
ま
す
。
こ
の
調
一

を
通
じ
て
、
区
民
の
曽
さ
ん
の
考
え
、
憲

見
、
要
望
を
的
確
に
把
握
し
、
住
み
よ
い
足
立
を
実
現
す
る
た
め
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
調
査

し
た
項
目
は
、「
生
活
満
足
度
」「
公
的
年
金
」「
区
政
へ
の
要
望
」「
定
住
性
」
な
ど
9
項
目
に
つ
い
て
行

い
ま
し
た
。
以
下
、
調
査
結
果
か
ら
今
回
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

調
査
方
法
無
作
為
抽
出

土
に
よ
り
足
立
区
内
在
住
　

‘
の
2
0
覘
以
上
8
0
綫
未
満
　
`

の
男
女
傴
千
人
を
プ
ロ
　
　

ッ
ク
別
に
選
び
、
専
門
　

い
'
魂
査
員
が
個
別
面
接
に
　
　

よ
り
調
査
卜
一
八

‘

`
一
い
ヽ

'調
査
期
間
昭
和
6
3
年
乱
　
　

月
8
日～
7
月
1
8
日
・
　

回
収
率
`
忸
J
5
%

生
活満

足
度

区
で
は
、
生
活
環
境
の
整
備
や

区
民
福
祉
を
よ
り
充
実
し
て
、「
足

立
区
に
庄
ん
で
良
か
っ
た
≒
も
っ

と
住
み
続
け
た
い
」
そ
ん
な
ま
ち

つ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
施
策
を
進
め
る
た

め
、今
年
の
世
諭
調
査
で
は
、「
足

立
区
に
庄
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
薦

足
度
(
居
住
満
足
度
)
」
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
居
住
満
足
度
の

要
因
と
な
る

。利
便
性
‰

施
設
の

整
備
≒
快
適
性
'
な
ど
の
日
常
生

活
に
関
わ
る
3
7項
目
に
つ
い
て
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
(
評
価
)

を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
個
別
・
貝
体
的
項

目
に
対
す
る
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

満
足
度
が
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
3
7項
目
の
調

査
を
も
と
に
し
て
、
い
っ
た
い
区

民
の
方
は
、何
を
判
断
基
準
と
し

て
、
。足
立
区
に
庄
ん
で
い
る
こ
と

へ
の
肩
足
度
'
を
決
め
て
い
る
か

を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

日
常
生
活
で
の
利
便
性

交
通
、
買
い
物
な
ど
4
項
目
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

。
日
常
の
買
い
初
‰
郵
便
局
・

金
融
機
関
‘
に
『
不
便
を
感
じ
て

い
る
か
』
と
い
う
問
い
に
、
6
7
%

の
人
が「
不
便
を
感
じ
て
い
な
い
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
。交
通
の
便
‰
高
額
商

品
や
贈
答
品
の
購
入
'
に
は
そ
れ

ぞ
れ
3
9
%
、
4
5
%
の
人
が
、「
不
便

を
感
じ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
ま

す
。い

ろ
い
ろ
な
施
設

保
育
園
、
小
・
中
学
校
、
諤
院

な
ど
7
種
類
の
施
設
に
つ
い
て
聞

き
ま
し
た
。

。保
育
園
や
幼
稚
園
は
比
較
的

近
く
に
あ
る
か
'
と
い
う
問
い
に

対
し
て
、
7
3
%
の
人
が
「
お
お
む

ね
奥
足
し
て
い
る
」
と
答
え
て
い

ま
す
。

同
じ
よ
う
に
、
示

・
中
学
校
'

に
つ
い
て
は
8
0
%
の
人
が
、
ま
た

¥
供
の
避
び
場
や
公
呷
に
つ

い
て
は
7
0
%の
人
が「
満
足
と
答

え
、
高
い
評
価
を
碍
て
い
ま
す
。

図1 居住満足度

図2 居住満足度に対する影響力の度合

(偏 相関 係数)

足
立
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査

一
方
、
。
祠
院
な
ど
の
医
療
施
設

の
設
置
状
況
に
不
安
は
な
い
か
″

と
い
う
問
い
に
は
、
「
不
安
が
あ

る
J
2
3
%
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

不
安
か
あ
る
」
1
5
气
医
療
施
般

の
般
置
状
況
に
不
満
を
持
つ
人
が

3
8
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
住
み
や
す
さ

地
域
の
庄
み
ゃ
す
さ
に
っ
い
て

は
;
近
所
づ
き
あ
い
は
良
い
か
"
　

ど
の
地
域
の
人
は
、
人
慱
味
が

あ
る
か
≒
物
価
か
安
く
、
生
活
が

し
や
す
い
尤
″
な
ど
の
5
項
目
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

ど
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
満
足

し
て
い
る
層
が
、
不
満
に
思
っ
て

い
る
墻
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
;
人
情
味
“に
つ
い

て
は
、
満
足一
5
9
%、
不
満
一
9

%
、
。近
所
づ
き
あ
い
'
は
満
足
層
6
4
%

、
不
満
層
1
2
%
と
満
足
層
が

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
比
べ
る
と
;
物
価
が
安

く
、
生
活
し
や
す
い
"
に
つ
い
て

は
、
不
満
層
か
2
2
%
と
、
評
価
が

下
が
っ
て
い
ま
す
。

居
住
満
足
度

図
1
は
、
居
住
満
足
度
に
対
す

る
回
答
結
果
で
す
。

居
住
満
足
一
(
「
満
足
」「
や
や
満

足
」
の
合
計
)
を
年
代
別
に
み
ま

す
と
、
6
0代
以
上
に
多
く
(
7
0
%
)、

逆
に
男
性
2
0代
は
少
な
く
(
4
8
%
)

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
居
住
年
敬
別
で
は
。
居

住
年
数
が
長
く
な
る
に
し
た
が

い
。
満
足
一
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
足
立
区
に
住
ん
で
い
る
こ

と
に
対
す
る
満
足
度
。
い
っ
た
い

区
民
の
皆
さ
ん
は
何
を
基
準
に
判

断
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
世
諭
調
査
で
は
、
先
の
3
7

項
目
へ
の
鋼
査
結
果
を
も
と

に
ぺ
要
因
分
析
」
と
い
う
手
法
を

用
い
、
満
足
度
を
決
め
る
の
は
ど

の
項
目
か
、
ま
た
、
そ
の
項
目
の

良
し
恵
し
が
、
総
合
的
な
満
足
度

に
ど
う
影
一

す
る
か
を
分
析
し
て

み
ま
し
た
。

居
住
満
足
度
へ
の
影
一
の
大
き

い
要
因
、
ペ
ス
ト
1
0は
図
2
の
と

お
り
で
す
。

『
下
水
遭
整
偉
』『
人
情
味
』「
年

齢
」
の
3
要
因
が
高
く
、
居
住
満

足
度
を
探
る
キ
ー
・
ワ
ー
ド
が
こ

こ
に
あ
る
よ
う
で
す

。

ま
た
、
[将
来
、ま
ち
が
活
性
化

す
る

」
か
9
卮
に
あ
り
、
足
立
区

の
将
来
に
対
す
る
区
民
の
皆
さ
ん

の
期
待
度
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。区

政
へ
の

要

望

老
人

福
祉

へ
の

要
望

6

年

連

統

第
1

位

。区
政
へ
の
要
望
‘は
、
重
要
項

目
と
し
て

、
毎
年
飼
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
年
も
要
望
の
第
1
位
は
「
老

人
福
祉
」
'で

、
6
年
遵
続
の
I
位

で
す
。
(
右
表
参
照
)

ま
た
、
昭
和
5
7年
ま
で
ト
ッ
プ

だ
っ
た
「
下
水
道
の
整
爾
」
は
、

普
及
率
の
上
昇
と
と
も
に
、
順
位

が
下
が
り
、
今
年
は
4
位
百
%
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
代
わ
り
「
保
健
医
療
の

充
実
」
か
昨
年
に
比
べ
1
0
%
も
増

え
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、「
区
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
」が
、昨
年
の
2
2位
か
ら
1
2位
へ

と
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

「
保
健
医
療
の
充
実
」
と
と
も

に
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
「
健
康
」に

関
わ
る
要
望
の
高
ま
り
が
う
か
が

え
ま
す
。

定

住

性

地
域
へ
の愛

着
派
は
8
割

。今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
愛
S

を
感
じ
ま
す
か
″
と
い
う
問
い

に
対
し
て
、「
愛
着
を
感
じ
る

」と

答
え
た
人
が
5
8
%
、『
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
愛
着
を
感
じ
る
』
が
2
2
%

と
。
愛
着
派
は
8
割
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、「
愛
一
を
感
じ
な
い
」
は
6
%

、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
愛
着

を
感
じ
な
い
」
は
7
%

と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

r
地
域
へ
の
愛
一

度
」
は
、
年

代
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
ま
た
居
住

年
数
が
長
く
な
る
ほ
ど
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

住
む
ほ
ど
に

。足
立
'
の
良
さ

を
感
じ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
。-

○
-

○
-

今
回
の
世
論
飼
査
に
つ
い
て
の

。あ
ら
ま
し
'
は
、
本
庁
舎
お
よ

び
中
央
本
町
庁
舎
の
憤
報
公
間
課

で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た

、
く
わ
し
い
集
計
結
果
を

の
せ
た

。報
告
尹

は
、
情
報
公

開
課
、
区
内
各
図
書
館
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す

。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

太
庁
舎
・
広
聴
佩
　

S
眤
1
1
1
1

㈹

子供の遊び場や公圃については70%
の人が満足と回答

区政への要望 上位5 位の推移( %)

みんなの手で
荒川をきれいに
クリーン作戦にご参加を

四
方
を
川
に
囲
ま
れ
、
南
北

に
縵
瀬
川
、
東
西
に
荒
川
が
流

れ
る
足
立
区
は
、こ
れ
ら
河
川

と
と
も
に
長
い
年
月
を
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
た
最
近
で
は
、

心
の
豊
か
さ
、
う
る
お
い
が
提

唱
さ
れ
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
区
民
の
皆
さ

ん
に
身
近
で
親
し
み
の
あ
る
荒

川
の
。
ク
リ
ー
ン
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
単
な
る
膺

掃
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
き

れ
い
な
水
(
ク

リ
ー
ン
ー
c
)
、

緑
(
グ
リ
ー
ン

ー
G
)
、人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
(
グ
リ

ー

ン
テ
ィ
ン
グ
ー

あ
い

さ
つ
a
G
)

を
目
標
に
、

継
続
性
の
あ
る

連
動
と
し
て
進
め
て
い
き
ま

す
。こ

の
運
動
(
c
G
G
)
が
将

来
、
花
火
大
会
、
区
民
ま
つ
り

な
ど
と
連
携
し
た
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
育
つ
よ
う
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
時
H

月
1
3日
(
日
)
。午
前

1
0時
～
1
1時
3
0分

示
雨
決

行
、雨
天
中
止
)

場
所

荒
川
河
川
敷

▽
日
の

出
緑
地

▽
千
住
新
僑
緑
地

▽
江
北
僑
緑
地
右
岸

▽

脛
浜
橋
緑
地
右
岸

▽
五
反

野
運
励
場

▽
西
新
井
裙
緑

地

▽
江
北
棍
緑
地
左
岸
　

▽
鹿
浜
棍
左
岸

柬
当
日
は
濔
掃
用
具
、記
念
品

な
ど
を
参
加
者
全
貝
に
配
布
し

ま
す
。

閥
合
せ
先

土
木
部
計
画
調
整

課
(
豐
啝
5
2
0
1
)
、企
画

課
(
a
8
8
2
1
1
1
1㈹)

デ
ィ
ス
ポ

ー
ザ
ー
を

使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
(
台
所
の

生
ゴ
ミ
を
砕
い
て
排
水
管
に
流

し
込
む
機
械
)
を
便
用
す
る
と
、

排
水
管
や
下
水
管
を
語
ま
ら
せ

た
り
、
悪
臭
や
ガ
ス
を
発
生
さ

せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

下
水
通
が
普
及
し
て
い
な
い

地
域
で
の
使
用
は
、
粉
砕
ゴ
ミ

の
流
出
に
よ
り
川
や
蕎
を
汚
し

ま
す
。

ま
た
、下
水
道
が
整
爾
さ
れ

て
い
る
地
域
で
も
、
現
在
の
下

水
処
理
施
設
は
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ー
の
使
用
を
予
定
し
て
作
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
処
理
し
き
れ

ず
、
や
は
り
汚
染
に
つ
な
が
り

ま
す
。

こ
れ
は
上
川
や

蓐
を
汚
さ
な
い
た
・

め
、
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
ー
を
僅
用
し
な
い
よ
う
区
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、区
で
は
、
環
境
整
偉

指
導
要
綱
で
、集
合
住
宅
の
デ

ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
使
用
を
蔡
止

し
て
い
ま
す
。

八
環
境
課
水
質
飼
重
係
V

休みの日に

病 気になったら…
※
受
診
の
と
き
は
、
健
康
保
険
証
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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高
齢
化
社
会
に
向
け
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備
中

急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
。
今

後
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
の
介
霞

を
必
要
と
す
る
お
年
寄
り
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

区
で
は
、
家
庭
で
生
活
で
き
な

い
お
年
寄
り
を
世
話
す
る
「
特
別

養
霞
老
人
ホ
ー
ム
」
の
増
般
や
、

虚
弱
な
お
年
寄
り
や
寝
た
き
り
の

お
年
寄
り
が
家
庭
で
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
専
門
的
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
援
助
す
る
「
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
も
こ

こ
に
併
設
す
る
形
で
左
下
表
の
よ

う
に
整
爾
し
て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
よ

は
お
お
む
ね
次
の
内
容
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
デ
イ
ホ
ー
ム
事
業

健
康
保

全
、
陶
芸
。
工
作
、
ゲ
ー
ム
な

ど
の
趣
气

い
き
が
い
活
励

▽
相
談

お
年
寄
り
の
健
康
、
生

活
な
ど
の
相
鮫

▽
家
族
介
護
教
室

介
護
知
識
や

技
能
の
講
習

▽
給
食
サ
ー
ビ
ス

お
年
寄
り
に

遥
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

亊
に
よ
る
会
食
(
昼
食
)
を
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
う

▽
短
期
一
時
保
護
(
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
ィ

ー
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
)

寝

た
き
り
の
お
年
寄
り
を
介
護
さ

れ
て
い
る
方
が
病
気
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
の
た
め
、
一
時
的
に
み

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
必
】、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
は
1
0日
間
、
ミ

ド
ル
ス
テ
ィ
は
4
週
間
の
範
囲

内
で

、
お
年
寄
り
の
世
話
を
す

る
▽
入
浴
サ
ー
ビ
ス

家
庭
で
は
入

俗
が
困
難
な
寝
た
き
り
の
お
年

寄
り
に
対
す
る
入
浴
を
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
行
う

▽
権
能
馴
練

身
体
に
障
害
の
あ

る
お
年
寄
り
に
機
能
訓
練
を
行

い
、
身
体
機
能
の
稚
持
、
向
上

を
は
か
る

問
合
せ
先

▽
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
入
所
に
関
す
る
こ
と
…

各
福
祉
事
務
所
(
足
立
・
‘
8
8
8
3
　
1
4
1

、中
部
豐
8
8
9
1
4
8
1
、

東
部
酋
6
0
5
7
1
0
5
、
西
部
き

膠
5
0
1
1

、
北
部
酋
8
8
3
6
8
　
0
0
)

▽
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と

…
*
庁
舎
・
老
人
福
祉
佩

魯

靦
-
1
1
1

㈹

特別養護老人ホームおよび高齢者在宅サービ スセンタ ー整備状況

年末調整

説 明 会

区
と
足
立
・
西
新
井
税
務
一

で
は
、
年
末
調
整
の
た
め
の
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

今
年
も
「
税
法
改
正
」
が
あ

り
ま
し
た
。
会
社
な
ど
で
給
与

関
係
事
筋
を
担
当
さ
れ
て
お
ら

れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ

さ
い
。
な
お
、
自
励
車
で
の
来

潼
は
ご
還
慮
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

下
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

特
別
徴
収
係
(
`
‘
鵬
5
0
9

1
)
、
足
立
税
務
S
(
酋
剔
6

2
4
1
)
、
西
新
井
税
筋
署

(き
暘
1
1
1
1
)

年末 調 整 説明 会 場( 時間はいずれも午後1時30分～4時)

足立税務署管内

西新井税務署管内
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
3
)

徳
川
幕
府
が
統
治
の
基
盤
と

し
た
身
分
制
度
に
つ
い
て
は
、

前
回
述
べ
ま
し
た
が
、
で
は
、

幕
府
は
、体
制
維
持
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
方
策
を
用
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

幕
府
は
、
農
民
か
ら
と
り
た

て
た
年
貢
を
、
財
政
的
な
基
盤

と
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

幕
藩
体
制
の
経
済
は
、
米
が
中

心
だ
っ
た
わ
け
で
、
農
民
か
ら

の
年
貫
米
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
の
で
す
。

と
き
に
は
、
[七
公
三
民
」
と

い
う
無
茶
な
と
り
た
て
も
、
行

わ
れ
た
よ
う
で
す
。

「
公
」は
幕
府
や
藩
で
、「
民
」

は
農
民
の
こ
と
で
す
。

ま
し
て
、
当
時
の
こ
と
で
す

か
ら
、
風
水
害
、
干
害
'
E

虫

害
な
ど
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
る

と
、ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

結
果
と
し
て
、
そ
の
ツ
ケ
は
農

民
に
し
わ
よ
せ
さ
れ
て
い
た
の

で
す
。

こ
う
し
た
非
人
間
的
な
扱
い

や
苦
汁
に
満
ち
た
生
活
に
耐
え

か
ね
た
農
民
の
中
に
は
、
直
訴

や
免
租
、
減
租
の
嘆
願
運
動
を

す
る
者
も
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

'

いりき
　

そ
し
て
、
つ
い
に
は
一
揆
に

発
展
す
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で

す
。こ

の
よ
う
な
中
で
。
幕
府
は

政
策
的
に
農
工
蔬
の
懐
柔
策
と

し
て
、
特
に
賎
民
身
分
に
対
す

る
差
別
を
強
め
、職
業
、
住
居
、

結
婚
を
は
じ
め
、服
装
や
髪
形

ま
で
制
限
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
自
由
を
奪
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
差
別
の
強
化
に
よ

り
、
農
民
や
町
民
に
「
自
分
達

よ
り
も
っ
と
つ
ら
い
身
分
の
者

が
い
る
の
だ
か
ら
、
今
の
苦
し

い
生
活
も
我
慢
し
よ
う
」
と
い

う
、
あ
き
ら
め
と
服
従
の
意
識

を
値
え
つ
け
た
の
で
し
た
。

部
落
差
別
は
、
自
然
に
で
き

た
の
で
は
な
く
、
支
配
者
の
政

策
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
が
、
お
わ
か
り
い
た
だ

け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ
。

中
学
生
の

税
に
関
す
る

作

文

区
内
の
中
学
生
を
対
象
に
、
足

立
・
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
で
は
、
毎
年
「
税
に
関
す
る
作

文
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
足
立
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
に
1
3
校
か
ら
千
瓸
綢
、
西

釿
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
に
も
1
3

校
か
ら
9
1
6編
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
両
連
合
会
の

審
査
会
で
入
選
者
が
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
区
で
は
入
選
作
(
一
席

の
み
)
を
広
く
区
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
税
へ
の
関
心

が
高
ま
る
よ
う
作
品
展
を
行
い
ま

す
。

・
足
立
納
税
貯一
組
合
連
合
会

一
席

▽
張
春
艶
(
竹
の
罹
中
)
　

▽
小
林
愛
子
(
柬
綾
瀬
中
)
▽

岡
田
輝
之
(
六
月
中
)

二
席

▽
帛
麗
子
(
第
十
一
中
)

▽
上
原
乙
日
(
第
十
一
中
)
▽

中
山
晴
子
(
第
十
五
中
)
▽
佐

藤
麗
子
(
第
十
五
中
)
▽
村
山

直
子
(
青
井
中
)

三
席

▽
佃
愛
子
(
第
一
中
)
▽

岡
田
修
一
(
第
三
中
)
▽
石
井

貴
之
(
第
十
一
中
)
▽
伊
藤
麻

味
子
(
第
十
一
中
)
▽
江
田
真

奈
美
(
第
十
五
中
)
▽
仙
波
希

予
志
(
柬
綾
瀬
中
)

▽
宮
川
奈

保
(
蒲
原
中
)
▽
田
代
美
和
(
蒲

原
中
)

学
校
賞

蒲
原
中
学
校

・
西
新
井
納
税
貯
一

組
合
連
合
会

一
席

▽
小
林
恵
(
第
十
四
中
)
　

▽
鈴
木
光
絵
(
第
十
四
中
)
▽

寺
西
麗
花
(
伊
興
中
)

二
席
▽
根
来
孝
予
(
第
四
中
)
▽

綿
貫
優
子
(
第
六
中
)
▽
伊
藤

亜
矢
子
(
第
十
四
中
)
▽
岡
田

真
弓
(
第
十
四
中
)
▽
鵜
沢
惠

美
子
(
第
十
四
中
)

三
男

▽
栗
本
直
彦
(

第
五
中
)
　

▽
梁
川
泰
浩
(
第
十
四
中
)
▽

高
沢
文
子
(
第
十
四
中
)

▽
片

桐
靖
弘
(

第
十
四
中
)

▽
住
川

治
美
(
第
十
四
中
)

▽
中
村
有

希
(
第
十
四
中
)
▽
田
所
平
(
西

新
井
中
)
▽
上
平
瀬
久
美
(
伊

興
中
)
(

敬
称
略
)

・
作
文
贋
日
程
・
場
所

▽
1
1‥月
1
2日
1
1
8
日
、
千
住
セ
ン

タ
ー
、
西
部
セ
ン
タ
ー

▽
1
1月
1
9日
～
2
5日
、
中
央
本
町

庁
舎
、
勤
労
福
祉
会
館
(
峻
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

▽
1
1月
2
4日
～
3
0日
、
舎
人
セ
ン

タ
ー
、
南
花
畑
セ
ン
タ
ー

聞
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
吶

税
課
塵
理
係

豐
8
8
0
5
1
0
1

守り ま す
走 るル ールに
置 く マ ナ ー

第5 回駅 前放置自 転車クリ ーン
キャン ペーン11 月11日～17日

東
京
都
、区
市
町
村
主
催
で
「
第
5

回
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
関
係
各
機
閲

の
協
力
に
よ
り
実
施
し
ま
す

。

足
立
区
で
は
、
北
千
住
を
は
じ

め
、
陵
瀬
、
北
綾
瀬
、
関
屋
、
牛

田
、
千
住
大
僑
、
竹
ノ
獗
、
西
新

井
、
梅
島
、
五
反
野
、
小
菅
、
大

師
前
の
各
駅
で
奥
施
し
ま
す
。

社
会
問
題
化
し
て
い
る
放
置
自

転
車
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

1
台
だ
け
な
ら
と
置
い
た
自
転

車
が
た
ち
ま
ち
衂
百
台
と
放
置
さ

れ
、
路
線
バ
ス
の
発
着
に
支
障
を

き
た
し
た
り
、通
行
妨
害
と
な
り
、

非
常
に
危
険
な
状
態
と
な
り
ま

す

。駅
周
辺
の
放
置
規
制
区
域
で

は
、
朝
の
通
動
・
通
学
時
の
規
制

が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
屋
間
の
放
置
状
況
は
、
な
か

な
か
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

す
。
駅
か
ら
近
く
に
お
住
ま
い
の

方
は
徒
歩
で
、
遠
距
離
で
自
転
車

を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

は
、
定
め
ら
れ
た
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

。

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で

、
き

れ
い
で
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
自

転
車
対
策
係

む
巍
5
2
3
0

く
ら
し
の

情

報

年

金

国
民
年
金
の
保
険
料
は

年
末
調
整
・
所
得
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す

国
民
年
金
の
加
入
者
が
納
付

し
た
保
険
料
は
、
そ
の
全
額
が

社
会
保
険
料
と
し
て
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
、
課
税
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

現
在
、
国
民
年
金
の
第
3
号

被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
う
ち
、

今
年
の
1
月
か
ら
い‥
月
の
関
に

第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
自
分

で
保
険
料
を
納
付
し
た
こ
と
の

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
自
分
で

納
付
し
た
保
険
料
の
金
額
を
、

ご
主
人
が
年
末
調
塵
の
際
に
提

出
す
る
「
保
険
料
控
除
申
告
一

」

に
配
入
す
れ
ば
控
除
さ
れ
ま
す

の
で

、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

保
険
料
係

豐
膜
5
1
6
1

今
月
は
老
齢
福
祉

年
金
の
支
払
い
月

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
の
方

は
、
1
1日
(
金
)
か
ら
指
定
さ
れ

た
郵
便
局
で
受
け
ら
れ
ま
す

。

持
参
す
る
も
の

▽
年
金
証
一

(
緑
色
の
手
帳
)

▽
印
か

ん

▽
代
理
人
が
支
払
い
を

受
け
る
と
き
は
、
代
理
人
の

印
か
ん
も
必
要
で
す

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

給
付
係

豐
臈
5
1
6
5

保

険

料

を

納
め
ら
れ
な
い
方
へ

年
金
保
険
料
を
納
め
な
い
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
事
情
な
ど
で
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、
保

険
料
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

手
続
き
方
法

国
民

年
金
課

(
中
央
本
町
庁
舎
)
ま
た
は
、

お
近
く
の
区
民
事
務
所
へ
印

か
ん
、
国
民
年
金
手
帳
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
料
佩

・
l
貘
5
1
6
1

福

祉

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当
・
陣
售
児

福
祉
手
当
・
福
祉
手
当
(
経
過

措一
分
)
受
給
者
の
方
は
、
今

月
の
1
0日
ご
ろ
、
指
定
し
た
金

融
機
関
に
福
祉
手
当
を
振
込
み

ま
す
。預
金
通
帳
と
印
か
ん
を

お
持
ち
に
な
っ
て
支
払
い
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
・
本
庁
舍
・
障
害
福

祉
佩
S

皿
1
1
1
1
㈹

ひ
と
り
親
家
庭
で

困
っ
た

と
き

家
政
婦
さ
ん
を
派
遣

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
ま
た
は
お
子

さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
、

一
時
的
に
家
事
や
育
児
が
で
き

な
く
な
っ
た
時
、
蒙
S
そ
の
他

日
常
生
活
の
手
伝
い
を
す
る
家

政
婦
さ
ん
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象

児
童
育
成
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
り
、
中
学
生
以
下

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家

庭
派一
回
数

―
度
の
申
躋
に
つ

き
5
回
以
内
(
年
間
2
0回
ま

で
)

派
遣
時
聞

午
前
7
時
か
ら
午

後
7
時
ま
で
の
閥
で
、
8
時

間
ま
た
は
4
時
間
を
1
回
と

す
る

申
込
方
法

疾
婀
を
証
明
で
き

る
も
の
(
診
察
券
等
)
と
印

か
ん
を
持
参
し
、
児
童
助
成

係
へ
申
請

※
緊
急
の
場
合
は
、
代
理
人
ま

た
は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

児
竃
助
成
佩

酋
靦
―
―
―

―
㈹こ

ど
も

ミ
ル
ク
を

さ
し
あ
げ
ま
す

区
で
は

、
妊
産
婦
お
よ
び
低

体
重
の
乳
児
に
対
し
て

、
母
子

栄
養
食
品
を
支
給
し
て
い
ま

す

。
対
象

生
活
保
護
世
帯
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
の
い
ず
れ
か
の
世

帯
に
羈
す
る
妊
婦
・
産
婦
・

低
体
重
の
乳
児

支
給
期
間

妊
婦
は
妊
娠
5
ヵ

月
目
か
ら
6
ヵ
月
間
、
産
婦

は
出
産
月
の
翌
月
か
ら
3
ヵ

月
間
、
乳
児
は
左
畏
の
体
重

麑
以
下
で
生
後
4
ヵ
月
目
か

ら
9
ヵ
月
間

支
給
品
目
牛
乳
1
日
1
本
　
　

(
S
5
ま
た
は
粉
ミ
ル
ク
　

を
1
ヵ
月
1
缶
(
千
沺
y
'
)

※
た
だ
し

、
申
請
日
の
翌
月
か

ら
支
給
と
な
り
ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の

所
得
証

明
s
類
(
保
護
の
し
お
り
、

非
課
税
証
明
s
な
ど
)
母
子

手
帳
、
印
か
ん

申
一

・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

保
健
予
防
佩
e
8
8
2
1
1
1
　
1

㈹
就
学
時
健
康
診
断

を

実

施

中

采
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学

さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に

「
就
学
時
健
康
診
断

」
を
実
施

し
て
い
ま
す

。

保
護
者
あ
て
の
通
知
S
は
1
0

月
中
旬
に
発
送
済
み
で
す
の

で
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所

で
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い

。な
お
、
区
立
小
学
校
に
入
学

を
希
望
さ
れ
る
外
国
人
の
方

は
、
印
か
ん
と
お
子
さ
ん
の
外

国
人
登
録
証
明
証
を
持
参
し
、

学
事
第
一
係
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
紿

食
係
ま
た
は
学
事
第
一
係
　

酋
眤
1
1
1
1

㈹

対象乳児体重表
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入谷町および舎人町の

一部のみなさんへ
住 居 表 示 を

予 定 しています

区
で
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

上
便
利
で
、
わ
か
り
や
す
い
庄
所

に
す
る
た
め
、
新
し
い
住
居
表
示

の
塵
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

昭
和
6
0年
2
月
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
入
谷
三
・
四
・
六
～
九
丁
目

の
区
域
を
塵
爾
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

引
き
続
き
今
回
は
、
次
の
よ
う

に
住
居
表
示
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
3
6次
住
居
表
示
対
象
地
区

入
谷
町
・
舎
人
町
の
各
一
部
地

域
(
入
谷
五
丁
目
)
、左
図
穆
照

実
施
予
定
日
6
4

年
5
月
1
5日

新
住
居
番
号
の
通
知

実
施
地
区

の
皆
さ
ん
に
は
、
新
し
く
つ
け

ら
れ
る
住
居
番
号
を
6
4年
2
月

か
ら
3
月
ご
ろ
に
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す

実
態
調
査
に
伺
い
ま
す

こ
の
住
居
表
示
を
奥
施
す
る
際

各
戸
(
建
物
)
の
形
状
、
世
帯
主

名
(
法
人
等
を
含
む
)
な
ど
を
あ

ら
か
じ
め
調
査
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
調
査
の
た
め
、
区
役
所
の

腕
章
を
つ
け
た
飼
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
住

居
表
示
係

魯
固
5
0
3
1

住居 表示 実施前

住居表示 実施後

みんなの健康 足 立 保 健 所 　855- 4151千 住 保 健 所 　888- 4277

江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中 央本町 保健相談所 　880- 5351

糖
尿
病
あ
な
た
も
予
備
軍

気
を
つ
け
よ
う
!

糖
尿
病
週
間
/
1
1月
7
日
～
1
3日

糖
尿
病
に
な
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
は
食
事
療
法
を
基

本
と
し
て
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
れ
ば
、
健
康
人
と
同
じ
生
活
が

で
き
ま
す
。

肥
満
の
方
、
身
内
に
糖
尿
病
の

方
が
い
る
場
合
は
か
か
り
や
す
い

の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
食
は
量
と
組
み
合
わ
せ

さ
え
気
を
つ
け
れ
ば
何
で
も
食
べ

ら
れ
る
健
康
食
で
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら
れ
る

た
め
に
食
生
活
を
点
検
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

次
の
日
程
で
糖
尿
病
予
防
教
室

を
開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い

。

日
時
1
1
‥月
1
6日
(
水
)
、
午
後
1
　

時
3
0分
か
ら

場
所

足
立
保
健
所
(
無
料
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
足
立
保
健
所

※
な
お
、保
健
所
、保
健
相
談
所

で
は
。栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

を
吁
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
`

』
r
hア
昌

」き
a

。

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
看
護
指
導

現
在
、
区
で
は
寝
た
き
り
の
方

を
対
象
に
。訪
問
看
護
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

対
象

在
宅
で
4
0歳
以
上
の
寝
た

き
り
の
方
、
ま
た
こ
れ
に
皿
ず

る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
に
お
け
る
療
養

方
法
、
看
護
方
法
、
機
能
訓
練

方
法
、
家
族
へ
の
支
援
、諸
制

度
の
活
用
方
法
に
関
す
る
指
導

防
問
回
敵

お
お
む
ね
月
―
回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所
・

保
健
相
談
所

ご
寄
贈
く
だ
さ
い

生
活
用
品

大
バ
ザ
ー

H
月
2
5・
2
6日
に
行
わ
れ
る
足

立
区
消
費
者
展
に
お
い
て

「
生
活

用
品
大
バ
ザ
ー
」
を
閧
催
し
ま
す

(
従
来
行
っ
て
い
た
「
生
活
用
品

交
換
即
充
会
」
は
本
年
度
か
ら
と

り
や
め
、
バ
ザ
ー
と
し
ま
す
)
。

充
上
金
は
、
す
べ
て
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
し
ま
す
。

心
温
ま
る
寄
贈
を
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

品
物
の
受
付
は
次
の
と
お
り
で

す
。

日
時
・
場
所

▽
H
月
1
6日
:
産

巣
振
興
館

▽
1
1月
1
7日
・・・
消

費
者
セ
ン
タ
ー

▽
H
月
1
8日

・・・
亀
有
信
用
金
屋
竹
の
褫
支
店

い
ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
3
　

時
取
扱
品
目

日
常
生
活
品
(
十
分

使
用
で
き
、
膺
濔
か
つ
安
全
な

も
の
)

受
け
付
け
で
き
な
い
も
の

衣
類

・
食
糧
品
・
医
薬
品
・
化
粧
品

・
動
植
物
・
消
耗
が
は
げ
し

く
、
再
活
用
が
困
難
な
も
の

※
な
お
、
バ
ザ
ー
に
持
ち
込
め
な

い
よ
う
な
大
型
の
家
貝
、
電
化
製

品
な
ど
の
生
活
用
品
を
「
譲
り
た

い

」「
欲
し
い
」
と
い
う
方
の
た
め

に
カ
ー
ド
式
に
よ
る
嘴
報
提
供
コ

ー
ナ
ー
を
も
う
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ

、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン
タ
ー
　

魯
跏
5
3
8
5

は
か
り
の
定
期
検
査

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
し
て

い
る
「
は
か
り
」
は
、
計
量
法
に

よ
り
毎
年
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
足
立
区
の
検
査
は
、
い
‥
‥

月
9
日
～
1
2
月
9
日
ま
で
実
施
し

ま
す
。
そ
の
前
半
の
検
査
は
右
表

の
通
り
で
す
の
で
、
必
ず
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

都
計
皿
検
定
所
検
査

諜

昔
栩
7
2
5
1
㈹
、
消
費

者
セ
ン
タ
ー
・
l跏
5
3
8
5
　

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

就
職
相
岐
は
…
…

職
業
サ
ー
ビ
ス
　

セ
ン
タ
ー
へ
　

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
つ
い
て
の

就
職
相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

求
人
公
開
カ
ー
ド
を
自
由
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
求
人
申
し
込
み
が
多

く
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
希
望
す

る
方
に
は
よ
い
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先

廠
業
サ
ー
ピ

ス
セ
ン
タ
ー
(
綾
瀬
1
-
3
4
1
　

マ
ー
嚮
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内

s
a
3
5
8
4
)

1
1
9
櫞
の
通
報
は
落
ち
耆

い
て
正
し
く
伝
え
よ
う
喝
　
　
　
　
　

"
‘
`
・
　

1
1
1
月
9
日
は
・
J
;
'
　
　
　
　

二

1
1
9
番
の
日
卜
　

Ⅲ
番
通
報
は
、
必
ず
○

区
○
町
○
丁
目
○
番
○
号

と
(
ツ
キ
リ
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
‘
ド
　

ま
た
、
火
災
の
問
い
合

わ
せ
や
、
休
日
‥
夜
間
葭

病
院
の
紹
介
・
消
防
相
談
、

な
ど
は
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
や
最
香
り
の
消
防

署
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

畍
″
`
'『
λ
東
京
消
防
庁
y

はかりの定 期検査( 前半)

※犂覆?SI 宅髮11幣叭 ゛S

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
集
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
募

集
=

☆
日
本
圖
・
水一
画
教
室

毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
、
午

後
1
時
I
5
時
/
伊
興
セ
ン

タ
ー
/
月
額
哨
円
/
町
田

魯
8
9
7
5
9』7
8

☆
繚
功
十
八
法
(飛
翔
会
)

毎
週
水
曜
日
、午
前
1
0時
～
1
2

時
/
保
褫
セ
ン
タ
ー
/
入

会
金
千
円
、月
額
2
千
円
/

▽
増
田
s
M
2
0
8
7

☆
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

毎
週
火

眼
日
、
午
前
1
0時
～
1
1時
3
0

分
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
/
入
会
金
千
円
、
3
ヵ
月
5

千
円
/
▽
野
口
s
s
7

1
8
3=

催
し
物
=

☆
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
大

会
1
1
‥
月
2
0
日
(
日
)
、午

前
1
0
時
～
り
一
時
/
初
心
者
向

き
(
無
料
)
/
午
後
o
時
3
0
分

～
4
時
/
愛
好
者
向
き
(
3
0
0

円
)
/
千
寿
小
学
校
/
▽
長

谷
郡
酋
8
8
1
9
0
6
5

☆
「明
日
の
I
ら
し
を
考
え

る
」生
活
設
計
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
1
1
月
1
6
日
(
水
)
、午
後
1

時
3
0
分
I
4
時
/
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
/
区
民
の
方
/
無

料
/
▽
福
島
晋
跏
6
8
2

掲示板

・

役
に
た
つ
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
講
座

日
時
・
場
所
・
定
s
▽
1
1
　

月
1
9
日
、午
後
2
時
～
4
　

時
3
0
分
・
・
・
足
立
区
勤
労
福
　

祉
会
館
(
9
0
人
)
▽
H
月
　

2
2
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
　

8
時
3
0分
…
東
京
都
北
部

労
政
会
館
(
1
0
0人
)

対
象

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
労

働
者
お
よ
び
都
民
の
方

内
容

法
律
・
税
金
・
社
会

保
険
の
知
識

s
用
無
料

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
都

王
子
労
政
事
務
所
労
働
教

斉
係

魯
峩
o
1
1
7

・
特
定
化
学
物
質
等
作
業
主

任
者
講
習
(
問
和
対
策
事
業
)

日
時

▽
1
2月
8
・
9
日
、

午
後
6
時
～
9
時
1
0
分
　

▽
1
2月
1
1
(日
、
午
前
9
時

I
午
後
5
時
5
0分

費
用

無
料

申
込
日
時
1
1

月
1
0
・
1
1
　

日
、
午
前
9
時
～
午
後
7
　

時
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立
高
等
職
業
技
術

専
門
校
台
東
分
校

豐
8
7
6
　
2
9
6
1

・

放
送
大
学
昭
和
6
4年
度
第
1

学
期
生
募
集

募
集
人
員

▽
全
科
履
修
生

・
:
7
千
人

▽
選
科
履
修

生

、
科
目
履
修
生
、
特
修

牛
:
1

万
人

募
集
期
限

昭
和
6
4
年
1
月

3
1日

願
s
の
請
求
(
ガ
キ
で
放
　

送
大
学
本
部
ま
た
は
学
習

セ
ン
タ
ー
へ
(
無
料
送
付
)

問
合
せ
先

放
送
大
学
本
部

(
〒
罰
千
葉
市
若
葉
2
1
　
1
1

魯
0
4
7
2
7
6
5
1
　
1
1
)

・

ご
存
知
で
す
か
医
薬
品
副

作
用
被
害
救
済
制
度

医
薬
品
を
適
正
に
便
用
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
副
作
用

に
よ
る
健
康
被
害
が
発
生
し

た
場
合
に
、
医
療
費
等
の
諸

給
付
を
行
い
、
被
害
者
の
救

済
を
図
ろ
う
と
す
る
『
医
薬

品
副
作
用
被
害
救
済
・
研
究

振
興
基
金
法
』
に
基
づ
く
公

的
制
度
で
す
。

問
合
せ
先
医
薬
品
副
作
用
　

被
害
敦
済
・
研
究
振
舞
基
　

金
a
9
8
8
-
2
1
0
1
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宇宙を さぐ る
記 念 講 演と

スターウォッチング

空
気
は

。
人
問
を
始
め
と
す
る

地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
と
っ

て

、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
そ
の
空
気
(
大
気
)
が
、
今
、

大
変
汚
れ
て
い
ま
す

。
ど
う
し
た

ら
汚
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

き
れ
い
な
空
気
の
大
切
さ
や
、

自
然
観
察
へ
の
閲
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に

、
講
演
会
と
第
一

回
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。

夜
空
の
星
々
を
見
上
げ
な
が

ら
。地
球
環
境
の
重
要
性
、
す
ば

ら
し
さ
に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

・
紀
念
講
演

日
時
1
2
月
5
日
(
月
)
、午
後
6
　

時
～
8
時
3
0分

堤
所

硬
瀬
ブ
ル
ミ
エ
第
1
ホ
ー

ル
(
綾
瀬
駅
西
口
下
車
徒
歩
3
　

分
)

対
象
1
5
歳
以
下
の
方
は
、
保
護

者
同
伴
の
こ
と

講
師

村
山
定
男
氏
i

立
科
学

博
物
館
)

テ
ー
マ

『
宇
宙
を
さ
ぐ
る

』

定
員

刪
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

受
付
開
始
1
1

月
7
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
環

廃
課
大
気
調
査
係

酋
唹
1
1
　
1
1

㈹

・

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

観
奈
期
間
昭
和
6
4
年
1
月
8
日
　
～

1
4日
(
7

日
間
)

観
察
対
象

お
う
し
座
の
フ
レ
ア

デ
ス
星
団
(
す
ぱ
る
)

対
象
・
費
用
・
申
込
方
法
・
問
合

せ
先

記
念
講
演
と
同
じ

※
ご
希
望
の
方
に
は
、
双
眼
鏡
を

お
貸
し
し
ま
す
。
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
い
て
、く
わ
し
く
は
、

講
演
会
会
場
で
説
明
会
を
吁
い
ま

す
。

村山 定男氏

冬の星座…プレアデス星団

第
3
8回

区
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

日
時
1
2
月
4
日
(
日
)
、午
前
8
　

時
3
0分
ま
で
に
受
付
を
行
う

(
小
雨
・
小
雪
決
行
、
荒
天
の

場
合
は
1
2月
1
1‥
日
に
延
期
)

コ
ー
ス
荒
月
　

河
川
敷
右
岸
　
　

♀
住
新
橋
　
～

扇
大
橋

間
)

集
合
場
所

荒

川
千
庄
新
橋

緑
地
♀
住

大
川
町
)

参
加
資
格

区

内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の

方
種
目
・
距
離

一
男
子

▽
中
学
1
年
の
部
…
…
4
‘
t
び
　

▽
中
学
2
年
の
部
…
…
4
?
㍍
　

▽
中
学
3
年
の
部
…
…
4
F
　

▽
高
校
の
部
…
…
…
…
1
0
冫
㍍
　

▽
一
般
の
部
……
…
…
1
0
?
び
　

▽
壮
年
1
0
。。び
の
部
・・・
1
0冫
㍍

▽
壮
年
4
冫
む
の
部
…
4
冫
以

東
壮
年
の
部
は
4
1歳
以
上
。

・

女
子

▽
中
学
1
年
の
部…
…
2
?
び
　

▽
中
学
2
・
3
年
の
部

…
…
…
2
冫
び

▽
高
校
の
部
…
…
…
…
4
冫
以

▽
一
般
の
部
…
…
…
…
4
‘
E㍍

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

、

往
復
(
ガ
キ
に
住
所

、
氏
名
、

年
齢
(
学
年
)
、
電
話
番
号
、
参

加
種
目
を
明
記

申
込
期
限
H

月
1
5日
(

必
一
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
休

育
振
興
係
(

〒
1
2
0千
住
1
-
4
　
1
1
8

昔
眤
―
―
―
―
㈹
)

さわやかな秋空の下… いい汗かこう

情 報 コ ー ナ ー

区民アイススケート
初心者講習会

日時12月6・7日、午後6時30分～　
8時3(汾

場所 サンスクエアーアイススケート
場( 王子駅下車徒歩2 分)
対象 区内在住の小学生から中学生ま
での子供と保護者および区内在住・
在動の16歳以上の初心者
指導 日本スケート連盟公認指導貝
定員1{ X} 人( 抽選)
費用 無料( ただし、貸靴利用料金300　
円は自己負担)

申込方法 往復ハガキに住所、氏名、

年齢、電話番号、「アイススケ ート朷
心 者講習会希望j と明 配

申 込期限11 月22 日必櫞
申 込・問 合せ先 本庁舎・体育振 興係
( 〒120 千 庄1- 4- 18 　882- 　1111
㈹)

婦 人 総合 セ ンタ ー の 催 し

婦人大学公開講座

「はばた こう女性たち 」
樋口恵子講演会

いま、女性に熱いま
なぎしが注がれていま
す。いきいきとしたあ
なたらしい人生80年を
過ごすために、ちょつ
とたちどまって考えて
みませんか。
日時11月22日( 火) 、午険7時～9時
講師 樋口恵子氏( 評論家)
テーマ 「連帯そしてはぱたこう女性
遣丿
定員250 人( 抽選〉
申込力法 往復ハガキに庄所、氏名、
年齢、職業、「講演会希望」と明記
申込期限11 月11日必着

女のフ リースペース

演劇 の楽しさ
今回は、一虱かわった演劇をめさし
ている劇団東京乾電池の若手の役者を
ゲストに楽しく語り合います。
日時H月17日( 木) 、午後6時30分～　
8時30分

対象 区内在住・在勤・在学のカ
ゲスト 三股亜由美氏( 劇団東京乾電
池女優)
テーマ 「演劇の楽しさ」
申込方法 電話、直接窓口、ハガキ( 住
所、氏名、年齢、職業を明記) いず
れも可
- どちらも一
場所・申込・問合せ先 婦人総合セン
ター(〒123梅田7- 33- 1 エル・ソ
フィア内0880- 5222)

お気軽にご利用ください

交通事故相談
日時日曜日・祝日を除く毎日、午　
前9時～午後4時( 二1二曜日は正午)

内容 示談方法・損書額積算・保険
関係など

申 込方法 電話
問合せ先 本庁舎・区民相談室
0882 ―1111㈹

区内施設めぐり
日曜日に区内の公共施設、名所を

バスで巡 つてみませんか。
日程H 月2〔〕日 〔日〕
集合場所・畤関 本庁舎( 千住) 前、
午前8 時20分

見学先 郷土博物館、総合スポーツ
センター。花畑記念庭園、見沼代
観水公園。舎人公園、都市農業公
園、西新井大師

定員80 人( 先着順)
簣用 じ>観光協会会員… 1, 5 〔X〕円
[ >会員以外‥・2, 000 円( いずれも
昼食価
黶費用は当日お支払いください。
申込方法 電話予約
受付開始11 月7日
申込・問合せ先 足立区観光協会事
務局 【中央本町庁舎・経済課内】
11880 ―5191

都市農業公園

読書週間記念講演会

日時11月13日( 日) 、午後2時～4　
時
場所 鹿浜センター( 入珊無料)
講師 浜島代志子氏…叫松戸市おは
なしキャラバン理事、著書に「え
ほん育児学のすすめ」他多数
テーマ 「えほん育児学のすすめ」
申込力法 直接窓口または電話
申込・問合せ先 鹿浜センター
11857- 6551

足立区女性会議 委員の募 集

足立区では、第2 次婦人行動 計画
策定にあ たり、基本的な考え 方を 討
議し ていた だくため、F足立区 女性 会
議」を設置し ます。 この委貝を 下記
の要領で公募いたし ますので、ふる
って心募くださ い。
募集人員 若干名
応募妥蝸 ①諭文提出。テーマは、
「21世紀 の婦人の地位向 上へむけ
て 」「男女 共生 社会 の実現 にむ
けて」のうち一題を選択。 字数は
2, 000^ 程度 ②別 紙に住 所。氏
名、年齢、職業 を明記

募集期限11 月11 日消印有効
※ 発表は本人あて の通知をも って か
えさせていただき ます。応募 論文 は
返却いたし ません。
申 込・問合せ先 婦人総合センタ ー
( 〒123 梅田7- 33- 1 エル
・ソフ ィア内0880- 5222)

版 画 教 室
日時n 月26・27日
対霞60 歳以上の区民
内容 年賀状用版画の作成
定員・費用30 人 く抽選) ・無料
申込方法 直接窓口または電話
申込期限H 月12日
場所・申込・問合せ先 老人会館
c859 ―9732

手 芸 教 室
日時11月11日、12月9日、午後1　
時～4時
対象 区内在住・在勤の女性
内容 つまみ圃(新春用短冊…舂鶏、
1衄 駟
定員30 人
費用2, 600 円
申込方法 直接窓口または電話
珊所・申込・問合せ先 東部区民福祉
センター0605 ―7101

新装しました
郷土博物館ギャラリー
館蔵品の中から、新たに民貝、農
具、大絵馬などを展示しました。足
立ゆかりの品 を々ご鑑賞ください。

≪郷土博物館≫
ぜん息児のための音楽療法と講演会

◆ 幼児音楽教室
日時11 月16日、22 日、午後3 時
場所 動労福祉会 館レ クリ エーション
ホール( 綾瀬プ ルミエ内) 、他

対象) 16 日… 未扈学ぜ ん息 児
じ>22日… 小学1 ・2 年生 のぜ ん思児
(保護 者同 伴)

講師 福田義子氏( 日本音楽療法研究
連合会幹 事)

内容 ぜん息児の呼吸訓練法としての
音楽療法

◆ 小児ぜん息講演会
日時12 月10日( 土)、午後1時30分
鳩所 勤労福祉会館第1 ホール( 綾瀬
プルミエ内)
対象15 歳禾臈のぜん息児
講師 館野幸司氏( 群馬県立がんセン
ター小児科部畏)
内容 祠気の理解と療養指導
- どちらも一
問合せ先 本庁舎・公害補償係
c882 ―1111( 代)

精神保健講演会
精神障書者との

上手なかかわり方・接し方

日時H 月9 日( 水) 、午後2 時30分
- 4 時30分

講師 日向野春総氏〔等澗病院院長〕
申込力法 電話予約
場所・問合せ先 中央本町保健相談
所 酋880- 5351

S. N. M. 235, 000


